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生涯学習課参事 旭　　和則 生活環境課長 成田　和博
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委　　　員
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午後１時００分 開会 

○分科会長（西田  真） それでは、定刻となりま

したので、ただいまから文教民生分科会を開会した

いと思います。どうぞよろしくお願いしたいと思い

ます。 

 めっきり秋らしくなりましたんで、また体調管理

のほう、それぞれ注意していただきまして、新型コ

ロナ関係もありますし、インフルエンザの流行期と

も重なりますので、それぞれ当局の皆さん、委員の

皆さん、くれぐれも十分留意していただきまして、

よろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、着座で進めさせていただきます。 

 なお、本日は新聞社のほうの傍聴があるかも分か

りませんので、その辺はご了承お願いしたいと思い

ます。 

 そして、それぞれ資料がたくさんあると思います

し、タブレットの中のほうにもいっぱい入っとると

思いますので、それぞれ見ながらやっていきたいと

思いますので、よろしくお願いしたいと思います。

よろしいでしょうかね。 

 それでは、委員の皆さん並びに当局職員の皆さん

は、質疑、答弁に当たりましては、要点を押さえ、

簡潔明瞭に行っていただき、スムーズな議事進行に

ご協力をお願いします。 

 なお、分科会での発言は、分科会長の指名の後、

マイクを使用して、課名と名字を名のってから行っ

ていただきますよう、よろしくお願いしておきます。 

 それでは、これより３、協議事項（１）番、分担

案件の審査についてに入ります。 

 第１０８号議案及び第１３３号議案、令和２年度

豊岡市一般会計補正予算（第１２号）ほか１件を一

括議題といたします。 

 第１３３号議案につきましては、第１０８号議案

で提案された子育て支援総合拠点等整備事業と生

涯学習サロン整備事業に係る予算の財源更正です。

既に分科会で審査を終えている第１０８号議案を

分科会で再度審査することについては、第１３３号

議案が第１０８号議案に対して重要事項の変更に

該当すること、予算決算委員会全体会では議決して

いないことから、一事不再議に該当しないとしてお

ります。 

 両議案中、当分科会に審査を分担されましたのは、

所管事項に係る歳入歳出予算補正についてであり

ます。 

 第１０８号議案については、既に説明を受けてお

りますので、本日は、第１３３号議案について生涯

学習課から説明を受けます。 

 それでは、よろしくお願いします。 

○生涯学習課参事（旭  和則） それでは、資料の

１４ページ、１５ページをご覧ください。 

○分科会長（西田  真） はい、どうぞ。 

○生涯学習課参事（旭  和則） ２款総務費の説明

欄、一番上の枠でございます。基金管理費について

ご説明いたします。市債管理基金積立金１億２，７

１１万９，０００円のうち、生涯学習サロン整備事

業に係る分につきましては５，０６４万円となりま

す。 

 その下、１０款教育費、１目社会教育総務費７１

万３，０００円は、生涯学習サロン整備事業につい

て一般財源で措置しているものを、地域振興基金か

ら繰入れを行い、一般財源をゼロにするものです。 

 説明は以上です。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 前回、９月２４日木曜日の予算決算委員会での各

委員さん、議員さんの質問と答弁概要、これ市長の

答弁でありますが、その資料が皆さんの机上に置い

てありますので、それを見ながらでも結構ですので、

質疑のほうも含めてお願いしたいと思います。 

 分科会を暫時休憩します。 

午後１時０５分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後１時１３分 分科会再開 

○分科会長（西田  真） それでは、休憩前に引き

続き分科会を再開いたします。 

 質疑はありませんか。 

○委員（福田 嗣久） よろしいか。 
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○分科会長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 前回の委員会だったか、分科

会だったか忘れましたけど、学院生の推移を聞かせ

ていただいたら、４００から２６０ぐらいですとい

うような答弁で、それはそれでいいんですけども、

ちょっと詳細が知りたいのは、学院生さんの年齢、

例えば６５歳から８０歳とか、その辺の分布状況。

それから、どの地区から通っておられる人があるの

か、その辺もちょっと、個人名、伏せてもらったら

結構ですんで、その辺が分かったら教えていただき

たいなと思いますけども。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課参事（旭  和則） 年齢の分布は、６

０代、７０代、８０代が大半でして、６０代、７０

代はそれぞれ４５％、それから……（「７０代が４

５パー」と呼ぶ者あり）８０代が１０％というふう

に伺っております。地域については、ほぼ豊岡が９

割だったと聞いております。 

○委員（福田 嗣久） 豊岡市。 

○生涯学習課参事（旭  和則） そうです、失礼し

ました。豊岡市のほうが９３％ですね。 

○委員（福田 嗣久） 今の豊岡市が。 

○生涯学習課参事（旭  和則） 豊岡市が９３％。

はい、今の。旧町でいけば、それぞれ数申し上げま

しょうか。 

○委員（福田 嗣久） はい。 

○生涯学習課参事（旭  和則） 旧豊岡が１４７人、

日高が４９人、出石が１６人、但東が１０人、城崎

が１０人、竹野が９人、これで２４１名です。割合

として９３％。 

○委員（福田 嗣久） ２４１人ね、これが。 

○生涯学習課参事（旭  和則） はい。香美町が１

０名。（「香美町が１０人だ」と呼ぶ者あり）はい、

比率として３．９％です。養父市が４名。（「養父

市が４」と呼ぶ者あり）はい、４名です。比率とし

て１．５％、朝来市が２名、比率で０．８％でござ

います。 

○委員（福田 嗣久） それで２６０人か。 

○生涯学習課参事（旭  和則） ２５９人。   

  これ４月１日の。（発言する者あり） 

○分科会長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 分かりました。分布の状況は

理解できまして、８０代が多いということは、最長

はどれぐらいがおんなるん、最年長ちゅうのは。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課参事（旭  和則） たしか伺ったのは、

９０を超えてる方がいらっしゃるというふうには

伺ってます。 

○分科会長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） それは結構でございます。よ

ろしいで。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

 井上委員。 

○委員（井上 正治） それで、ちょっと今、関連し

ての質問なんですけども、その方たちは基本的には

学院には、家から送っていただくのか、例えば誰か

の車で行けるのかという、そこまでは調べておられ

ませんか、どうなんでしょう。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課参事（旭  和則） そこの交通手段ま

では調べておりません。 

○委員（井上 正治） 分かりました。 

○分科会長（西田  真） 井上委員。 

○委員（井上 正治） それで、ちょっとこれは議会

を恐らく通ってからの内容になると思うんですけ

ど、この屋外の交流広場の状況というのはある程度

議論されてるのか、全くまだ議論されてないのか。

それから、もし議論された中においては、次のステ

ップをしていくのに予算的なものというのは発生

はしてくるとは思うんですけども、そういうものが、

今どの程度まで議論されているのかっていうこと

も含めまして、ちょっと進捗状況を教えていただけ

ませんでしょうか。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課参事（旭  和則） 屋外交流広場につ

きましては、具体的な、まだ詳細な計画等はないん

ですけれども、一応、今のところは芝生化をすると

いうことで検討をしております。あと、授業につき
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ましては、生きがい創造学院さんのほうとも相談を

させていただきながら、太極拳ですとか、あと、そ

うですね、ツゥゲットボールという、グラウンドゴ

ルフのようなスポーツがあるようなんですけれど

も、そういった授業ができないかなというところで、

今のところはまだ検討の段階ですが、話はさせてい

ただいております。以上です。 

○委員（井上 正治） よろしい。 

○生涯学習課参事（旭  和則） 予算……。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課参事（旭  和則） 予算については、

まだ具体的な予算化のほうはまだ……（「現行予算」

と呼ぶ者あり）そうですね、現行予算の範囲内でと

いうとこではありますが、具体的な額としてはまだ

算出はしていません。 

○分科会長（西田  真） 井上委員。 

○委員（井上 正治） 実はやっぱり芝生広場という

ふうな構想を少し今のとこ考えられるということ

なんですけども、やっぱり芝生、芝って生き物です

から伸びますね。この市役所の前の広場と一緒です

ね、芝刈りをしなきゃいけないですし、管理はしな

きゃいけない。その辺の管理体制であるとか、そう

いう備品だとかいうものが発生します。それも予算

内で執行できるというふうにお考えですか。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課参事（旭  和則） 予算的には、現計

の予算内でということで、あと管理については、今

ございます但馬高齢者生きがい創造学院さんのほ

うに、アイティのほう、できた場合についても指定

管理をお願いしますので、広場についても併せて、

おっしゃる草刈りですとか、そういったことは今後

お願いをして、していただくようになると思います。 

○分科会長（西田  真） 井上委員。 

○委員（井上 正治） 今それでお聞きしたいんです

けど、今の、向こうの学院さんのほうには、職員さ

んというのは何名お勤めで、どのような仕事をされ

てるのか、その辺はどうなっとりますかね。非常に

経費がもうカットをしてるというふうにお聞きし

ますので、その収支というのは、我々はちょっと今

のとこ分からないんですけどね、大変、非常に今、

危機になってるというふうな情報はお聞きするん

ですけどね。職員さんあたりがどのような処遇とか

人数とか、どのようなことをされてるのかというこ

とお尋ねをしたいんですけど、分かれば教えてくだ

さい。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課参事（旭  和則） 職員さんにつきま

しては、事務局として、事務局長さんが１名と、そ

れから事務で１名、お二人で事務局、事務的なこと

はしていただいておると伺っております。以上です。 

○分科会長（西田  真） 井上委員。 

○委員（井上 正治） それで、日々やられとられる

のか、週に何回、学院が開いてるのは週３回ぐらい

だったかな、そのときには出勤されて対応されてる

ということ、その事務員さんたちの処遇といいます

かね、報酬といいますか、その辺はどのような形に

なってますか。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課参事（旭  和則） 職員さんにつきま

しては、賃金として支払いがされております。 

○分科会長（西田  真） 井上委員。 

○委員（井上 正治） それで、その賃金の担保とい

いますか、学院生の年会費であるとかというもので

賄われてるのかと思うんですけども、今の学院には、

例えば公的資金というのは何か投入されているの

か、県でも国でも市でもよろしいんです、もし何か

あればちょっと教えて。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課参事（旭  和則） 公的な資金という

のは、投入はされておりません。基本的には会費収

入等々で運営のほうをされております。 

○分科会長（西田  真） 井上委員。 

○委員（井上 正治） といいますと、やっぱり人件

費等のウエートが大きいのかなと思いますし、ＪＡ

からお借りされてる借地料というのがどの程度発

生してるかも分からないんですけども、何が一番ウ

エートが大きくて、収入に対して、どこが問題にな

るのかということは、市としてはどのようなお考え
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を持っておられますか。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課参事（旭  和則） 収支としましては、

実際、支出のほうの一番負担が大きいものが、講師

さんの謝金というふうに、こちらとしては見ており

ます。その他、今、申し上げました賃金等々で、こ

れでほぼ７割近くですかね、を占めているというこ

とで、この２つが大きいと思います。 

○分科会長（西田  真） 井上委員。 

○委員（井上 正治） 大体、決算の総額というのは、

総額でよろしいが、どの程度なんですか。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課参事（旭  和則） 決算額でございま

すが、令和元年度、２０１９年度の決算として７２

２万８６１円ということで伺っております。 

○分科会長（西田  真） 井上委員。 

○委員（井上 正治） ７２２万円というと、学院生

が２５９名、単純に割ると何円なるのかな。 

○委員（福田 嗣久） ２５０、７００、４万円か、

３万円かな。 

○分科会長（西田  真） ああ、３万円。 

 答弁して。 

 どうぞ。 

○生涯学習課参事（旭  和則） 収入で１人当たり

大体３万円前後の負担をいただいているというこ

とでございます。 

○分科会長（西田  真） どうぞ、井上委員。 

○委員（井上 正治） ３万円が高い安いということ

については、受け取れる内容によって、それはそれ

ぞれ判断のほうは違うと思いますけど、それをされ

てるということで、会費も何か上がってるというふ

うなこともお聞きいたしておりまして、非常に大変

やということをお聞きしておりますので、たまたま

今回の４階フロアの取得の問題出てきて、そこに生

涯学習サロンを持っていくということは考えられ

るわけですけども、たまたま今回そのような事案が

発生して、そこに持っていかれるということについ

ての判断といいますかね、事業変更をしたというこ

との判断基準というのは、どのように形の中での判

断をされたのか、担当課としてはどのようなコメン

トを持っておられるのか、お聞きできたらありがた

いんですけども。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） 従前の計画が、旧い

ずたや跡地に全ての機能を持たせると。教室から、

陶芸から、木彫から、そして当初の、当時の計画で

は女性の就労支援も含めて計画があったわけです

が、そのときの大きな課題として、やはり学院生さ

んの駐車場、どうやって来てもらうかのことがあり

まして、その都度、学院側とは連絡を取り合って事

は進めてきたわけですが、学院生側から心配の声が

出てくるのは、やはり交通手段というとこら辺とい

うふうに聞いております。今回のアイティ４階の取

得の話が出まして、まず一つは、駐車場の問題につ

きましては、大きく、駅前駐車場との併用という条

件はありますものの、駐車場の課題はそこで一つは

解決するだろうなと。それから、再三申し上げてま

すように当初、本年度、計画としては２億５，００

０万円余りの、２０２０年度の予算で組んでおりま

したけども、その予算が約６，８００万円削減でき

るという、この２つの要因を総合的に判断して、ア

イティの４階、それから７階に拠点を移すという方

向性が妥当だというふうに判断しました。 

○分科会長（西田  真） 井上委員。 

○委員（井上 正治） ２つの要因があるということ

なんですけど、先ほどお聞きしたのは、交通手段は

まだ分からないというふうなことの中で、ほとんど

がお車のところは、高齢者であるというのは、やっ

ぱり言ってみたら運転の技術であるとか安全性と

いうのについては、非常に徐々に低下してくるとい

うことも懸念されるわけですけども、その辺はやっ

ぱりしっかりと調べていただいて、交通が問題であ

るということであれば、やっぱりその辺の内容とい

うのもしっかり調査をしていただいて、こういうこ

となんで本当に困っておられるんですよというふ

うなことがあればええですし。駅前のほうの、本当

に広場のほうを使わないと、駐車場は。なかなか今

のアイティの駐車場は、若い子でも非常にくるくる
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くるくる回って、またくるくるくる降りるこれね、

我々でもなかなか、これ大変だなと思いながら、安

全に気をつけては利用させてもらってるんですけ

ども、そういう問題もやっぱり残ってきますし、た

くさん来られるときがあればですけどね。それと同

時に、これをもう心待ちにして待っとられると、新

しい施設を。ということについては、学院生は心待

ちされている、これは間違いないですかね、再確認

ですけど、いかがでしょう。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課参事（旭  和則） 学院生の皆様も、

早く市街地での整備ということで心待ちにされて

おりますので、ぜひ早く整備をしたいと考えており

ます。 

○分科会長（西田  真） 井上委員。 

○委員（井上 正治） それから、随分と市長が、特

に開校が延び延びになって非常に迷惑かけてると

いうことで、４月１日を絶対しなきゃいけないと、

絶対という言い方が正しいかなと思ったりするん

ですけど、もう本当にその日しかないというふうな

言われ方をするんですけども、例えば少しでも今の

状況でいいものをつくり上げて、皆さんが、本当に

全員が賛同して、よしというふうな部分になること

についての、例えば開校を少し延期をするというこ

とは全く考えられないのか、その辺はいかがなんで

しょうかね。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課参事（旭  和則） 今のところは基本

的には４月１日を目指しております。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） 学院の、先ほど事業

費の規模を申し上げて、７２０万円余りという話を

させていただきましたが、実はこれは１１か月決算

なんですね。３月分を未払い金で処理して、それで

７２０万円余りという形になっていまして、非常に

学院側の財政状況はよろしくないという状況でご

ざいます。これまでから、主に事務局長としか話を

しませんが、話を聞いているのは、九日市から、こ

ちら、中心市街地に移ることによって、先ほど委員

おっしゃるような理由でお辞めになる方もあるだ

ろうと。ただ一方で、中心市街地っていうのはご存

じのように高齢化率が高うございまして、学院生と

しての市場は大きなものがあるだろうなと。ですか

ら、一刻も早くそういった勧誘も含めて、告知も含

めて、学院生を確保する手段を取りながら、来年４

月の開幕に向けて準備をしていきたいというふう

に伺っておりまして、そういう意味でも、資金ショ

ートを起こさない範囲で、なるべく早い開学が望ま

れるというふうに考えております。 

○分科会長（西田  真） 井上委員。 

○委員（井上 正治） 私一人、ちょっとごちゃごち

ゃしたこと申しあげて申し訳ありません。例えばこ

ちらに来た場合の、将来のことは、今は大きな課題

ではないかなと思って、ちょっとお聞きしたいんで

すけども、ここに移ってきた場合と、例えば院生を

募集だとか、そういうデータだとか、そういうもの

の中で、学院生が増えるだろうかというふうなこと

の調査だとか、そういうことについては、ただ単に

感覚で思っておられるのか、いやいや、ある程度デ

ータに基づいて物事をやっておられるのか、その辺

というのはある程度、当局としてはお感じになって

るのはどうなんでしょうね。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） 今申し上げた内容は、

学院側から得た情報に基づいて説明をさせていた

だいておりまして、私どもで独自のデータを持って

いるということではないということでございます。 

○分科会長（西田  真） 井上委員。 

○委員（井上 正治） 分かりました。いろいろとこ

まいことをお聞きしましたけど、それだけ注目が集

まってるということの中で、いい方向に進めばいい

わけですけども、本当に注目に値することなんで、

成功をしないと、やっぱりまた違った目線での批判

というのが噴出してくると私自身は思っておりま

すので、そういうことも十分認識は、市もいうこと

の連携をしっかりと取る必要があるというふうに

は思っております。いいことになればとは思ってま

すけど、まだまだ山はたくさんございますのでとい
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うことで、ちょっと学習サロンの状況についてお聞

きをいたしました。以上です。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

○委員（井上 正治） はい。 

○分科会長（西田  真） ほかにありませんか。 

○委員（福田 嗣久） ちょっと復習。 

○分科会長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） ちょっと復習をさせてくださ

いな。青山議員の資料ですけれども、今までに出金

をされた分の確認ですけれども、今日までですね。

まず、一番左の筋ですけれども、７，２５３万６，

０００円、これが土地建物取得費、その真ん中の段、

とこですけども、土地建物取得費７，２３０万５，

０００円、この違いは、これは何。１８年の当初予

算での土地建物取得費７，２５３万６，０００円、

それから２０２０年度当初予算での土地建物取得

費７，２３０万５，０００円、２３万１，０００円

かな、違うのは。何が知りたいかというと、要する

に今日まで使われたお金がいかほどかということ

のチェックをしとったんだけど、ちょっと違いまし

ょうか、これ見るとね。だから、土地を取得して、

結局は解体をして、今日を迎えたわけだけども、そ

こまでに使途されたお金が幾らかなと思って、これ

を見てたんですけれども、この金額がちょっと違う

なということと。これ予算か。 

○分科会長（西田  真） これ予算案か。（発言す

る者あり） 

 分科会を暫時休憩します。 

午後１時３４分 分科会休憩 

──────────────────── 

  午後１時３４分 分科会再開   

○分科会長（西田  真） 分科会を再開します。 

 どうぞ。 

○生涯学習課参事（旭  和則） お手元にお配りし

ました資料は予算額でございまして、執行額ではご

ざいませんので。 

○委員（福田 嗣久） 予算額の。 

○生涯学習課参事（旭  和則） もですし、一番左

も当初予算の。あくまで当初予算のベースの金額を

記入しております。 

○委員（福田 嗣久） 真ん中の２０２０年度もそう

いうこと。 

○生涯学習課参事（旭  和則） そうです、はいは

い。 

○分科会長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） ちょっと確認だけですけれど

も、取得が３０万円ほど違うにしても、７，２３０

万５，０００円としましょうか。それから不動産鑑

定建物調査は、この建物に付随するものだから、こ

れも足してもいいですね。それから民間参入可能性

調査、これはどこや、これは関係ない。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） 民間参入可能性調査

というのは、この事業の取っかかりがＰＦＩ、いわ

ゆる民間参入の事業をちょっと企画しておりまし

たもので、その際の可能性調査費という形になりま

す。建物の取得費に関連するものではございません。 

○委員（福田 嗣久） 分かりました。 

○分科会長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） それから続いて、解体工事費

の設計監理が４４０万円、それから解体工事費は、

これも出金済みでしょうけども、この４４０万円と

５，００３万円、ここまでが現在支払いされたとい

うことでいいんでしょうか。支払いはまだか。（「い

や、済んでます」と呼ぶ者あり）済んでましょう、

１万円や２万円のこと言うとるわけじゃないので。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課参事（旭  和則） 最後の解体工事設

計監理費、解体工事費のほうも既に執行はしており

ますが、こちらの金額は、先ほど申し上げましたよ

うに予算額でございますので。 

○委員（福田 嗣久） 予算と大分差があるんか。 

○生涯学習課参事（旭  和則） そうですね、若干。

設計監理のほう、解体のほうは予算額どおり４４０

万円でございます。解体工事のほうは６，５０３万

円でございますが、決算としては７，０００万円。 

○委員（福田 嗣久） 決算数字。 

○生涯学習課参事（旭  和則） 決算の数字として
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は、解体工事のほうは約７，０００万円でございま

す。 

○委員（福田 嗣久） 解体が７，０００万円。ああ、

これか。はいはい、なるほど。 

○分科会長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） そこまで使途されて、今日を

迎えたということですね。よろしいです。 

 それと続いてですけれども、今、私が勉強不足な

んで、南高のことがよく分かってないんですけども、

農協がありましょう、のどこに教室があるか。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） ＪＡ本店の前を通り

まして、ずどおんと山際の道を上がって、一番どん

突きの奥のところでございます。 

○分科会長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） その正面から見える農協にエ

ントランスがあって、その次にちょっと高い校舎が

ありますわな、そこの中。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） その裏に、一番高い

ところに１棟建っておりまして。 

○委員（福田 嗣久） 裏に高いとこ。 

○分科会長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） ちょっと勉強不足でした。以

上です。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

○委員（福田 嗣久） はい。 

○分科会長（西田  真） 本日は、生涯学習課のみ

の出席でありますが、当局への質問事項の洗い出し

を実施し、次回の分科会までに回答をもらう予定と

しておりますので、いろんな意見を出していただけ

れば非常にありがたいなと思っておりますので、各

委員の皆さん、それぞれ意見もあると思いますので、

おっしゃっていただければと思います。よろしくお

願いします。 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） すみません、ちょっと僕も勉

強不足で、ひょっとしたらお話があったのかもしれ

ないですけど、確認で。生涯学習サロンがアイティ

４階のほうに移転するというか、入る場合に、その

場合、いわゆる今のＪＡの上のところでも賃料が発

生してるということで、どのぐらいの賃料をもらう

予定というか、そういうことっていうのは今現在検

討されてるんですか。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課参事（旭  和則） まず、賃料でござ

いますが、今、南高跡地のところを使用していただ

いてる分については、賃料のほうは発生してないと

いうふうに伺っております。（「賃料はなし、ただ

で」と呼ぶ者あり）そうです。 

○分科会長（西田  真） 清水委員。 

○委員（清水  寛） そしたら、同じ扱いで、今回

も賃料はなしというような形になるというふうに

認識したらいいんでしょうか。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課参事（旭  和則） はい、基本的には

指定管理、先ほどからお話、ご説明しておりますと

おり、指定管理としてしていただきますので、賃料

という形ではいただくことは考えておりません。以

上です。 

○分科会長（西田  真） 清水委員。 

○委員（清水  寛） 分かりました。 

 それからもう１点、これはちょっと今後検討して

いただく中で、ぜひ考えていただけたらと思うとこ

なんですけども、屋外交流広場というところで、交

差点に近いところではあるんですけども、非常にそ

ういう意味では屋外で利便性の高い場所なのかな

と思います。ですんで、整備、先ほど芝生化をとい

うことではあったんですけども、併せて上下水道と

か、いわゆる電気というので、その部分だけ整備し

てもらうと、いろんな、いわゆる屋外マーケットと

いうか、出店をするようなことにも対応ができるか

なと思うんです。そういうのを、今まで市のそうい

う公園施設で整備っていうのは恐らくないのかな

思うんですけども、そういうことをしていただける

と、今後の活用にさらに幅が出ると思うんですけど、

いかがしょう。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 
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○生涯学習課参事（旭  和則） 水道につきまして

は、もう既に栓が近くまでといいますか、敷地内の

ところにございますので、水道についてはすぐに利

用のほう、できる状態にはなっております。あと電

気につきましては、ご指摘いただきましたとおり、

今後、議員さんのご意見等を頂戴して、検討のほう

を進めてまいりたいと考えております。以上です。 

○分科会長（西田  真） 清水委員。 

○委員（清水  寛） 下水というのが、私が頭で想

像してるのは、トイレを仮設で設置したりとかって

いうときには、当然、下水につなげるというような

ことがあると思いますし、今ね、菓子祭とか、いろ

いろなとこでもあの辺使うということでいえば、そ

ういった仕組みがあればということも検討できる

のかなというふうに思いますので、併せてぜひ考え

ていただけたらと思います。これはお願いというこ

とで、以上です。 

○分科会長（西田  真） ほかにありませんか。 

 井上委員。 

○委員（井上 正治） 今の清水さんの関連質問なん

ですけども、あそこには地下道が入ってますね、ア

イティとこちらの、今の旧いずたやのところ。あれ

の取扱いというの議論論上には上がっておるんで

すかね、どうなんでしょう。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） 実はあそこは市道の

地下という形になっておりまして、道路敷でして、

私どもの所管する、ちょっと業務ではなくて、そこ

ら辺の議論は実は詰めれていない状況です。（「市

道か」と呼ぶ者あり） 

○分科会長（西田  真） 井上委員。 

○委員（井上 正治） 横との連携で、そういうもの

が議論の机上に上がってくるのかどうか、そういう

ことはどうなのかということについては、全くまだ、

未知数なんでしょうか。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） そこら辺はまだ全然

議論したこともなくて、どういうふうなことが想定

されるということも検討したこともございません

ので、今の段階ではちょっと何とも言えん状況です。 

○分科会長（西田  真） 井上委員。 

○委員（井上 正治） 関連して、私もあまり確認で

きてないんですけど、あの敷地の近くですかね、川

があるいうふうにお聞きしてるんですけども、川の

扱いというのはどのようにお考えなのか、議論され

たのか、そういう部分というのはあったのかという

ことはいかがなんでしょうか。（「水路か」と呼ぶ

者あり）水路か。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） 今、委員ご指摘のよ

うに、今、いずたや跡地と前がポケットパークいう

道路敷なんですが、そこの境に日吉水路という水路

が通っております。これは船町やあちらのほうの田

んぼに水を送る水路なんですが、今後、利用の内容

によっては、それらが移設可能ならば、その移設を

検討するシーンもあろうかと思います。 

○分科会長（西田  真） 井上委員。 

○委員（井上 正治） 確かに活用の内容によっては、

非常に支障を来すというふうなことも考えられま

す。それはそのときによりましょうけど、そのまま

にしとくのがいいのか、例えばその上に何かしてし

まって、もう全く支障ないような状況になってしま

えば、次の段階でまた同じような経費がかかります

から、そういう部分も踏まえながら、一応そういう

ものを認識していただきながら、開発をされる場合

はやっぱりやっていただきたいということをお願

いをしておきたいと思います。以上です。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

○委員（井上 正治） はい。 

○分科会長（西田  真） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） まだ確定ではないんですけれ

ども、今回、アイティに移るということの中で、い

ろんな一般質問や意見交換会の中で、アイティ自体

の、商業施設のアイティで今回、市が４階買うこと

によって、そこに来られる方がシャワー効果だとか

いうような形で、要は商業施設での活用っていうふ

うな部分でも、今回、市としては考えられとるんで

すけれども、この生涯サロンが移ることによって、
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そういった経済効果等々、また、毎日の中でどれぐ

らいの人が来て、そういったシャワー効果があるの

かっていうふうなことは考えられておられるのか、

またこれから考えられるのか、その辺りはどうです

か。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） 今現在２６０名の学

院生さんが、２５９名いらっしゃって、そのうち毎

週あるものは陶芸と木彫なんですね。この２つで５

０人ぐらい、５０人の方は毎週アイティをご利用な

さるということは、まずは考えられるだろうと。そ

のほかの２００名余りは、今現在としては毎月２回

の講座に通っていらっしゃいますので、隔週２００

名の方がアイティで買物をされる可能性が高いと

いうことしか、ちょっと我々としては想定したこと

はございません。幾らお買上げになるのかとか、ど

ういう消費行動があるのかとか、そういったことは

ちょっと考えたことは今のところございません。 

○分科会長（西田  真） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） やはり今回のテーマはそうい

ったふうなところで、我々自身は市の考え方として、

商業施設のアイティをどのようにして今後生かし

ていくかっていうふうな部分においては、ある意味、

大きなテーマであるというふうに思っています。た

だ単にそっちのほうに動かすのであるんだとした

ら、ちょっとそういったふうなことが考えられてな

いっていうふうな部分でおきますと、ある意味ちょ

っと大きな問題といいましょうか、言われてるテー

マというふうなところがかなりずれてきてるとは

思うんですけれども、やはり要はそこに移ることに

よって、どういうふうな経済効果っていうふうな部

分がないのであれば、その辺り、ちょっと言われて

ることとやられてる意味合いが変わってくるのか

なというふうに思うんですけども、再度その辺り、

どのように考えられて、５０人程度で、本当にビジ

ネスとして商業施設のシャワー効果が現れるのか

どうかっていうふうな辺りはどうなのかなという

ふうに思ってるんですけど、その辺り、今後、やっ

ぱりいろんな形で増やしていくだとか、どういう魅

力的な分をしていくかというふうな部分もやはり

必要であるかなというふうに思うんですけれども、

いかがですか。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） 議員ご指摘のとおり

だと思います。ただ、今、申し上げた２５０名の内

訳というのは、あくまで生きがい創造学院をご利用

の、いわゆる消費者となるだろうという人たちの行

動を申し上げて、来年１１月には、今の計画でいけ

ば、今度、子育て拠点のほうもオープンしますので、

そちらのほうの入り込みも相当期待できるだろう

なというふうには思いますが、実は我々はその見込

み数値等を持っておりません。 

 ただ、それともう１点、今は２５０名ですが、先

ほども申し上げましたけども、中心市街地に移転す

ることによって、それが３００名、４００名になる

と、なってもらわな困るという思いでおりますので、

その辺は学院生の数を増やすことと、その効果とい

うのをにらみながら、こういった支援は続けていき

たいなというふうには思っております。以上です。 

○分科会長（西田  真） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） ただ、本当に今後のことを考

える中で、我々が、特に慎重派の皆さんは、今後ア

イティ自体の存続が一体どうなっていくかってい

うのを、やはりどれだけの経済効果が現れるのか、

商業施設の部分において、やっぱりそこが最大の大

きな部分であって、逆にそういった計画がなされな

いというのであれば、ある意味足かせとなって、商

業施設の価値が下がってしまう可能性があるのか

なというふうに思っております。今、答えを出せっ

ていうのは難しいのかもしれませんけれども、やは

りそういうふうな部分っていうのもしっかりと認

識していただきながら、計画をつくってもらわんと、

ただ単にスペースをやるっていうふうな部分って

いうのは、ちょっとどうなんかなというふうに考え

ております。考えられるのかどうか、そこだけ教え

ていただけますか。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） アイティ全体の売上
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げにどれぐらい４階の改修工事が寄与するかって

いう面につきましては、今の段階では、我々が所掌

してます生きがい創造学院については、先ほど申し

上げてるようなことなんですが、それ以外の部分に

ついてはなかなか見えてこない状況でして、今ここ

で意見を求められても、何といいますか、答えられ

ないというような状況でございます。 

○分科会長（西田  真） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） ですので、その辺り、やっぱ

り逆に移るって、予定地から移るっていう意味合い

が変わってきてるのと、やっぱりそういった部分が

しっかりと当局側でもしてもらわないと、おかしな

ことになってしまうというふうな部分があると思

いますので、その辺り、しっかりと考えていただき

たいと思いますし、意見としてになるのかな、そう

いった辺りをしっかりとお願いしたいというふう

に思います。以上です。 

○分科会長（西田  真） ほかにありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） このたび、突然、いずたやの

跡地での設計業務までできてたわけですけれども、

その設計とかに携わられた業者さんとか、そういう

方たちへの説明なんかはどのようにされたんでし

ょうか。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課参事（旭  和則） 設計業者さんにつ

きましては、既に今回の計画の変更につきましては、

直接、会社のほうに足を運びまして、ご説明のほう

もさせていただいております。 

○分科会長（西田  真） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） そこには、もう既にお支払い

がされたわけですよね。大変、今までかけた大きな

お金について、やはりちょっと残念かなって思う部

分もあるんですけれどもね、やっぱりそういう業者

さんのお声なんかはどんな感じでしたか。声という

か、どんな、感じで。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課参事（旭  和則） そうですね、業者

さんのほう、確かに行きまして説明のほうさせてい

ただきました際に、少しびっくりされておりまして、

ですが、基本的には現段階、設計までのところはし

た分については、こちらもその相当分といいますか、

対価についてはお支払いをさせていただいており

ますので、その点についてはご理解をいただいたと

いうふうにこちらでは認識しております。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

 竹中委員。 

○委員（竹中  理） 僕も聞いたかも分からないん

ですけど、ちょっと委員会のほうでもう一遍、再度

ちょっと確認させてもらいたいと思いますけど、学

習サロンの中の事務員の方、何人おられるのか。そ

れから、いつから今回の件で、こういったサロンの

事業をストップをしたのかというの。要は今もされ

てるんですかね、向こうの、されてるんですよね、

それがこっちにいつ移るかということですよね。事

務員の方の給与はどういう形になってるのか、支払

われているんかどうかとか、その辺ちょっとお聞か

せいただきたい。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課参事（旭  和則） 事務員さんの給与

につきましては、詳細な金額、月々幾らとかってい

うことは把握はしてないんですが……（発言する者

あり）はい、支払いはされております。事務員さん

は１名、先ほど申し上げましたとおりと事務局長さ

んが１名、２名の体制で事務のほうはしていただい

ております。活動につきましては、現在も現在の位

置、現在地のほうで活動のほうは継続してされてお

ります。 

○分科会長（西田  真） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） 向こうでも実際、現在もやっ

とられるということなんですけども、こっちにいつ

移ってくるのかというのは心待ちにされとるとは

思います。受講生さんの声とか、いわゆる生涯学習

サロンさん自体の声みたいなのがもしあればお聞

きしたいんですけど、前、何回も言われてると思い

ますけど、お願いします。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課参事（旭  和則） 受講生さんの皆様
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の声については、今までから申し上げておりますと

おり、もうとにかく早く、こちらの中心市街地のほ

うにということで伺っておりますので、もう早急に

こちらのほうに来たいと、もうその一言といいます

か、それに尽きるというふうにも事務局長のほうか

らも聞いておりますし、先日も自治会の副会長さん

のほうともお話しする機会があったんですけれど

も、そのときも、その自治会の副会長さんのほうか

らも、もうとにかく早くしてくださいというような

ご要望をいただいておりますので、そのようにこち

らもそれを受け止めまして、進めていきたいと考え

ております。 

○分科会長（西田  真） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） 今の南高の跡地のところの施

設のことなんですけど、そこは、何ていうんでしょ

う、エアコンとか、その辺とかはあるのかとか、例

えば虫対策とか、その辺どうなんでしょうか。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課参事（旭  和則） あちらの今の現在

地の施設については、エアコンのほうはないという

ふうに伺っております。ですので、冬も……（「寒

い」と呼ぶ者あり）石油ストーブ等で暖を取ったり

ですとか、そういう形で、本当に今年、特に夏、暑

かったので、その辺もう本当に熱中症との隣り合わ

せといいますか、ある程度、活動も制限したりとか、

そういったことをしなければならなかったという

ふうには伺っております。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） 補足をさせていただ

くと、生きがい創造学院というのは、月単位で休学

が申し出れるみたいなシステムのようで、冬であっ

たり、真冬であったり、この夏の暑い時期であった

り、やはりお年寄りの方が多いので、その間、例え

ば２か月休むわとかいう学院生が年々増えている

と。これがしいては収入を減らして、財政状況を悪

化させている大きな要因なんで、できるだけ早く中

心市街地で、きちんとしたところで講座を開きたい

というようなことを伺っております。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

○委員（竹中  理） はい。 

○分科会長（西田  真） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

 それでは、質問も終わったようでありますので、

ここで委員の皆さんとか当局の皆さんから何か特

にありましたら、発言を願いたいと思いますが、特

にありませんか。よろしいか。（「はい」と呼ぶ者

あり） 

 この生涯学習サロン以外でもこのアイティに行

くということで、４階の買取りも含めて何かほかに

もありましたら言っていただいたらいいと思いま

すが。 

 井上委員。 

○委員（井上 正治） 生涯学習サロンの空き日があ

りますね、空き日が。これ、アイティの中で文化教

室みたいなんは開催されてるんですかね、現在、ど

うなんですかね。その辺は分かりませんか。例えば

あの建物の中で。（発言する者あり）ありますか。

まあ、いいです。それで、されてたら、それはそれ

でいいんですけど、ちょっと現状は分からないです

けども、例えば空き日がありますね、教室を使わな

い。そういうところで、例えばそういう文化教室だ

とか、いろいろなことが活用ができるのかできない

のか、そのぐらいの猶予を持たせるのか指定管理者

からしたら貸室というようなことは考えられるの

か、活用は考えられるのかというふうなことは、ま

た議論の中に上げていただいたらと思うんですけ

ども、その辺はいかがなんでしょうかね、お考えな

いんですか。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課参事（旭  和則） 今のとこ、指定管

理でしていただく予定にしておりますので、学院の

ほうの活動がない日については、貸し教室といいま

すか、使っていただけるように、一般の市民の方も

当然使っていただくようにする方向で検討はして

おります。 

○分科会長（西田  真） 井上委員。 

○委員（井上 正治） 実際、稼働率というんか、空



 12

いてるよりもやっぱり使っていただいたほうがい

いと思いますので、その辺は柔軟に対応できるよう

な管理条例といいますかね、その辺も考えていただ

けたらなというような思いは持っております。 

 それから、ちょっとまた元に戻るんですけどね、

ちょっと確認なんですけども、勉強不足で申し訳あ

りません。青山議員の資料の中で、こちらで民間参

入可能性調査というのがありますね、これ、結果的

にはどのような結果が出たんでしょう、教えていた

だけますか。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） 民間参入調査といい

ますものは、当時のもくろみとしてはＰＦＩ、ＰＰ

Ｐで施設を整備して、その中で民間の部分と公の部

分と共存できないかということで、いろんな企業を

サウンディングさせていただいたんです。結果とし

ては、やはり中心市街地にまとまった土地が見つか

らずに、また、建物も適当なものがなくて、新しい

ものがなくて、参入を示す業者は見当たらなかった

と、いろんな条件で折り合いがつかなかったという

結論でございました。 

○分科会長（西田  真） 井上委員。 

○委員（井上 正治） 分かりました。思い出しまし

た。ありがとうございました。これ、ちょっと申し

訳ないです。以上で。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

○委員（井上 正治） はい。 

○分科会長（西田  真） 特に当局もないですか。

（発言する者あり） 

 委員の皆さん、よろしいね。（「はい」と呼ぶ者

あり） 

 それでは、ここで当局職員の皆さんは退席しいた

だいて結構です。どうもお疲れさまでございました。 

 分科会を暫時休憩します。再開は２時……（「１

０分で」と呼ぶ者あり）再開は２時１０分で。 

午後２時０３分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後２時１６分 分科会再開 

○分科会長（西田  真） それでは、休憩前に引き

続き分科会を再開いたします。 

 当局への質問事項の洗い出しとして何かありま

したら、発言を願います。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） まず今日、説明を聞く中で、

学院生の減少が大変厳しい状況ということが、見通

すことができました。それで、学院生の減少につき

ましては、ここ１０年で大体半減してる状況でござ

いますし、５年間で見ても４割減という感じがいた

します。今後、新しく開設した場合、この生きがい

創造学院の継続していけるという見通しはどのよ

うに持っておられるのか。また、もし継続できなか

った場合はどういうお考えなのか、この辺りを聞か

せていただきたいというふうに思っております。 

 それからもう一つ、４階に新しく開設した場合の

学院側が受け持つ使用料であるとか、あるいはまた

学院側の負担とか、この辺は一切考えないのか、こ

の辺りについてもお考えを聞かせていただきたい

と、このように思います。以上です。 

○分科会長（西田  真） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） それでは、先ほど福田委

員が言われましたように、そのように当局への質問

事項ということで出すということでご了解してい

ただけますでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） それでは、そのように決

定します。 

 それでは、当局への質問事項の洗い出し作業は終

了したいと思います。よろしいですね。（「はい」

と呼ぶ者あり） 

 以上で本日の審査は終了しました。 

 これより４、その他に入ります。 

 その他、委員の皆さんから何かあればお願いいた

します。よろしいか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） それでは、以上をもちま

して文教民生分科会を閉会いたします。お疲れさま

でした。 
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午後２時１９分 閉会 

──────────────────── 


